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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 右心系容量負荷疾患である心房中隔欠損症（ASD）

および三尖弁逆流症（TR）において，その病態評価が

心臓外の肝静脈血流を測定することにより，どの程度

可能であるかを検討した．

 対象および方法

 対象は，正常人17人，ASD 34人，各種弁膜疾患107

人（右心造影RVGにてTR（十）89人， TR（一）18

人）である．肝静脈血流は超音波パルスドブラ法を用

いて測定した．subcostal approachで肝静脈を描出す

ると，肝静脈への入射角θはほぼ0．に近く設定可能で

あり，得られた血流情報をFFT変換しsound spec－

trogram表示すると容易に層流の血流記録が可能で

あり，さらに流速をCOSθで補正する必要がなかった．

また，同時に下大静脈径，肝静脈径を測定した．

 結果および考察

 ／）正常の肝静脈血流は，心電図P波の後に心房収

縮によるわずかのtoward飾w（A）があり，収縮期，

拡張期には心臓に灌流するaway How（それぞれS，

D）が認められ，収縮期の流速の方が速い．

 2）ASDの肝静脈血流パターンは，正常人とほぼ同

様であるが，S， Dの間にtoward且ow （S’）が認め

られた，A， S， S’およびDの流速に正常に比し有意に

速く，特にA，Sノの速い点が特徴であった．ドブラ偏位

量と右心系圧，シャント率との関係は，S芝シャント率

が粗な相関を示すのみで，肝静脈血流パターンから血

行動態の推定は困難であった．

 3）TRの肝静脈血流パターンは， RVGによるTR

重症度と比較すると，TRが重症になるにつれてSが

減少し，さらに血流が逆転する。この血流パターンは

数種類に分けることができ，これによりTRの重症度

評価が可能であった．ドブラ偏位量と右房圧，右室拡

張末期圧との間には比較的良好な相関が得られたが，

肺動脈圧，皇室駆出率，皇室拡張末期容積との間には

有意相関が認められなかった．

 4）下大静脈径，肝静脈径は容：量負荷の著しい場合，

有意に拡大することが認められた．

 しかし，正常人でも年齢，体型などの影響により変

動するため，径のみでの病態評価には注意を要する．

 結論

 ASDおよびTRの異なった右心系容量負荷をきた

す疾患において，肝静脈血流がどのような影響を受け’

るかドブラ法で測定し，その血流パターンの変化より

病態評価が可能であるか検討した．ASDでは心房収縮

によるA，収縮期・拡張期の2峯性のaway Howの間

のtoward How S〆が著しく速い点が特徴的であった．

しかし，この血流パターンと血行動態の間には良好な

相関ぱ得られなかった．TRでは重症になるにつれて

収縮期血流が逆転し，この血流パターンよりTRの重

症度の定量的評価が可能であった．ドブラ偏位量と血

行動態とは有意相関があり，右房圧，右室拡張末期圧

の推定に役立つと考えられた．
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論 文 審 査 の 要 旨

 心疾患における超音波診断法の進歩は著しい．Mモードに始まり， two－dimensionalからDoppler

への進歩はより精密なる機器の開発と相侯って心疾患の形態と機能並びにその病態をより精緻に解析

することを可能にして来た．

 本研究ば心房中隔欠損症，三尖弁閉鎖不全症という2つの異った右心系容量負荷疾患に就いて，肝

静脈血流を超音波学的に測定することにより，各疾患の血行動態を明らかにしたもので，臨床心臓病

学的に価値あるものと認める．
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